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教
育
文
化
都
市
づ

く

り
、

三
、

特

色
あ

る
産
業
都
市
づ

く
り
、

四
、

明

る

い
福

祉
健
康
都
市
づ

く
り
、

五
、

南
北
軸
時
代

の
都
市
づ

く
り

を
基
本
施
策

と

し

て
市
民
福
祉

、

市
民
文
化
等

の

一
そ
う

の
向
上
を

は
か

る
た
め

の
予
算

を
編
成
さ

せ

て
い
た
だ

い
た
」
と

の
基
本
施
策

が
述

べ
ら
れ
た

。

六

日
は
、

前

日
に
引
き
続

き
財

事
月
定

側

会
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
・

十

一
回
よ
り
十
八
日
ま
で

は
休

会

と

し
十
九
日
に
本
会
議
が
再
開

さ
れ
ヽ
先
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に

対
す

る
委
員
長
報
告
が
行
な
わ
れ
、

質
疑

、
討
論

「
浜
野
議
員

（
反
対
）

坂
下
議
員

（賛
成
）

、
小
川
議
員

（
反
対
）

、
石
橋
議
員

（賛
成
）

採
決
を
行
な

い
全
議
案
を
原
案
ど

お

り
可
決

し
た
。
　

　

【

次

い
て

、
小
浜
市
議
会
委
員
会

条
例

の

一
部
改
正

に

つ
い
て
の
議

案
が
松
尾
　
剛
総
務
常
任
委
員
長

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
原
案
ど
お
り

可
決

し
た
。

続

い
て
、

意
見
書
案
第

一
号
国

民

の
食
料
を
守

り
、

農
業
再
建

に

関
す

る
意

見
書
案
が
坂
下
　
均
議

員

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、

全
会

一

致
を
も

っ
て
可
決

し
、

意
見
書

（別

紙
）
を
政
府
、

関
係
機
関

へ
提
出

し
た

。

最
後

に
、

市
長
よ
り
、

任
期
満

了

に
伴

う
人
権
擁
護
委
員

の
人
事

案
件

に

つ
い
て
の
議
案

（
三
件
）

が
提
案
さ
れ
、

い
ず

れ
も
全
員

の

同
意
で
再
選
さ
れ
た
。

以
上
を
も

っ
て
、

今
議
会

に
付

議

さ
れ
た
事
件
を
議

了
し

て
第
九

期

の
議
員

の
最
終

の
定
例
市
議
会

を
開
会

し
た
「

本
会
議

終
了
後

、
市
長
よ
り
議

員

の

一
人

一
人

に
Ａ

在
職
中
の

功

績

に
対

し
記
念

品
を
添
え
、

感
謝

状

の
伝
達

が
行
な
わ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
第

一
回
小
浜
市

議
会
定
例
会
が
三
月
五
日
に
招
集

さ
れ
、

会
期
を
十
九
日
ま
で
の
十

五
日
間
と
き
め
た
。

会
期
決
定
後
、

直
ち
に
議
案
の

審
議
に
入
り
、

昨
年
十
二
月
の
第

二
回
定
例
市
議
会
に
決
算
特
別
委

員
会

（委
員
長
　
森
下
　
智
議
員
）

に
付
託
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
認
定
第
二
号
昭
和
六

十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
外
九
件
の
決
算
の
議
案
に

つ
い
て
委
員
長
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
た
。

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、

討
論
を
経
て
採
決
に
入
り
十
件
の

決
算
を
、

い
ず
れ
も
承
認
を
し
た
。

続
い
て
、

市
長
よ
り
昭
和
六
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予

算

（第
七
号
）
を
は
じ
め
と
す
る

八
件
の
補
正
予
算
の
議
案
が
上
程

さ
れ
提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
を

行
な
い
各
補
正
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
を
し

た
。次

い
て
、

議
案
第
十
号
昭
和
六

十

二
年
度
小
浜
市

一
般
会

計
予
算

外

十
件

の
予
算
議

案

、
議
案
第

二

十

一
号
小
浜
市
国

民
健
康
保
険
条

例

の

一
部

改
正

に

つ
い
て
外

二
十

二
作

、
合
計
二
十

四
件

の
議
案
が

上
程
さ
れ

、
市
長

、
財
政
課
長
よ

り
提
案

理
由

の
説

明
が
行

な
わ
れ

た

。こ
の
中
で

、
昭
和
六
十

二
年
度

小
浜
市

一
般
会
計
予
算

の
提
案

に

あ
た

り
、

市
長

の
ほ
う
か
ら
、
「
最

近

の
、

わ
が
国

の
経
済

は
対
外
経

済

の
摩
擦

に
よ

る
急
速
な
円
高

に

よ
り
輸
出

関
連
産
業

だ

け
で

な
く
、

国

、
地
方
自
治
体

に
及
ぼ

す
影
響

が
懸
念

さ
れ

る
ほ
か
内
需
拡
大
や

雇

用
情
勢
等

の
問
題

も
あ

っ
て
、

今
後

の
日
本
経
済

の
動
向

が
注
目

さ
れ

る
と

こ
ろ
で

す

。

時

あ
た
か
も
本
年

は
、

新
憲
法

の
も
と

に
新

し

い
地
方
自
治
制
度

が
発
足

し

て
か
ら
四
十
年

目

の
記

“念
す

べ
き
年
で

あ

り
ま
す

。

こ
の
こ
と
か

ら
新

年
度

は

（昭

和
六
十

二
年
度
）

一
、

住

み
よ

い

生
活
基
盤
づ

く
り
、

二
、

豊
か
な

政
課
長
、

総
務
課
長
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
が
な
さ
れ
、

質
疑
を
経

て
各
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
を
し
た
。

七
、

八
日
を
休
会
と
し
て
九
、

十
日
の
二
日
に
わ
た
り
入
名
の
議

員
が
大
学
誘
致
、

小
浜
線
利
用
促

進
、

北
陸
新
幹
線
、

農
山
村
の
振

興
対
策
、

小
浜
市
総
合
開
発
計
画

等
々
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
な

一般会計 108億0,273万9千円

特別会計
‐
42億6,158万4千円

企業会計  5億6′415万4千円

(62年度当初予算)
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嶺
南
地
域
学
国

都
市

。
地
域
基

本
計
画
策
定

調
査
報
告
書

が
発
表

さ
れ
、

市
長

は
た

い

へ
ん
害
ば

し

い
事

で
あ

る
と
発
言
さ
れ

て
お
ら

れ
ま
す
が
、

報
告
書

に
よ
れ
ば
、

市
長
が
言
明

さ
れ

て

い
た
、

地

元

の
発
展

に
最

も
貢
献
す

る

工
業
系

の
大
学
と
は
、

ほ
ど
遠

い
社
会
系

の
大
学

で
県
立
か
組
合
立

と

い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、

嶺
南
推
進
協
議
会

の
会

長
は
申
川
知
事

で
あ
り
、

中

川
知

事

が
引
退
を
表
明

さ
れ
た
現
在
、

県
参

加

の
組
合
立
大
学

を
新
知
事
、

新

た

に
選
出

さ
れ

る
県
議

会

で
、

は
た
し

て
受

け
入
れ
ら
れ

る
か
ど

う
か
、

見
通

し
を
市

長
は
、

い
か

に
お
考

！え

に
な

っ
て
ｔ、
る

の
か
。

基
本
計
コ
棟
定

！委
貴
会
に
つ
い

て
で
す
が
、

ど
ん
一お
ナ
ン
バ
■
が

加
わ
っ
て
い
る
の
か
。
　
　
　
・

さ
ら

に
、

こ
の
計

画
は
大
学
誘

致
運
動

の
中

で
ヽ

ど

の
よ
う
な
位

置
を
占
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

基
本
計
画
に
よ
れ
ば
施

設
費
と
し
て
七
十
億
か
ら
八
十
億
、

定
員
は
一
学
年
二
百
五
十
名
と
し

て
も
五
ヵ
年
は
年
間
二
億
八
千
万

円
の
経
常
経
費
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
の
経
費
の
捻
出
は
地

元
、

企
業
、

団
体
等
住
民
の
幅
広

い
協
力
を
得
る
事
を
条
件
に
し
て

い
る
が
、
委
員
会
で
は
資
金
計
画

を
十
分
に
論
議
を
さ
れ
た
の
か
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ

る
市
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

中
川
知
事
が
お
や
め
に
な
っ
た

の
で
、

次
の
知
事
並
び
に
メ
ン
バ

ー
で
も
っ
て
大
学
誘
致
構
想
が
引

き
続
き
継
承
さ
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、

嶺
南
に
大
学

を
、

と
い
う
構
想
は
、

県
の
第
四

次
長
期
構
想
に
も
嶺
南
の
地
域
社

会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
高
等
教

育
機
関
の
充
実
が
上
げ
ら
れ
、

大

学
誘
致
は
一
地
域
の
問
題
で
な
く
、

嶺
南
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
問
題
と
し
て
推
薦
を
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、

そ
の
過
程
に
お
い

て
紆
余
曲
折
も
あ
ろ
う
と
思
う
が

第
四
次
長
期
構
想
計
画
が
承
認
さ

れ
て
い
る
以
上
、

本
質
的
に
何
ら

！心
配
す
る
ｔ
北
＝
お
い
と
思
つ
て

お
り
ま
す
中　
！！　
　
　
　
　
　
！

！
‐！委
損
全
‐の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

て，
が
ヽ
需
冴，
一
（坑
収
【≡

！研
究
ｔ
ラ
タ
ー
教
授
）
委
員
！長

以

一Ｔ
十
五
名
（一争
は
な
告
■
近
〓
）

て
構
成
さ
れ
、

経
費

の
結
出
そ
の

他
に
つ
い

て
論
議
が
尽
く
さ
れ
終

了
を
し
，て
い
る
わ
け
て
ご
ざ

い
ま

す
。

　

十
一　
　
　
！■

　
　
　
　
！

小
■

！線
■
昭
コ
エ
■
五
年
に
提

上
の
対
皐
ｔ
な
っ
た
が
特
定
地
方

交
通
線

つ
除
外

拐
ｉ‐定

セ
政
令
で

境

定
を
受
け
、

昭
和
工
＋
九
年
八
月

鯛
線
癖
字

！
建

韓
理
一
ル

‐
員

確
兜
禁
勢
姫

線
と
し
て
提
言
を
し
ま
し
た
。

一　
再
三
に
わ
た
，
磨
止
あ

対
象
と

・さ
れ
て
き
ま
し
た
ず
し
か
ｔ
市
民

上
げ
て
の
小
浜
解

！存．
続
運
動
の
成

果
で
あ

！！り↑
〓
ち
ｔ
助
戒
増

！置

！！を

講

じ

、

市

民

の
乗

る

運

動

を

一
そ

う
盛

り

上

げ

た

小

浜

線

利

用

増

進

対

策

事

業

補

助

金

の

支

付

の
効

果

で

あ

り

ま

し

た

。

こ

の

こ
と

は

小

浜

駅

に

み

ど

り

の
窓

日
の

開

設

を

促

進

さ

せ

利

用

者

か

ら

た

い

へ
ん

好

評

で

あ

る

と

聞

い
て

お

り

ま

す

。

国

鉄

が

民

営

化

後

も

小

浜

線

存

続
対
策
推
進
本
部
を
継
続
、

設
置

さ

れ

る

の

か
。

さ
ら
に
市
民
の
要
望
に
こ
た
え
、

小
浜
線
利
用
増
進
対
策
事
業
補
助

金
を
計
さ
続
≡
支
付
ま
れ
≡
分
一か
。

ま
た
、

小
済
駅
事
は
建
築
奮
■
！

十
年
を
経

過
。

こ
の
よ
う
な
状
況

０
申
で
合
！鉄
掲
長
が
昨
年
十
一
切

ｔ
小
一よ
線
り
お
性
化
ｔ
知
事
■

梶
一

言
し

て
お
り
≡
！，

ギ

．
！！
！

！
！

こ
　
申
に
は
本
数
つ
増
加

・
壊

備
也
！購

ギ
憾
〓
！サ
↓
一
打
“
い
等！！房！
！

が
う
た
わ
れ

て

い
る
が
、

地

元
住

民
と

の
ふ
，れ
合

い
、

地
域

の
活
性

化
ｔ
役
立
う
駅
舎
づ
く
り
を
踏
≡

え
た
青
写
長
を
作
制
し
て
駅
前
開

発
を
は
か
・る
こ
と
を
新
会
社
に
要

望
す
る
考
え
が
な

い
か
ど
う
か
お

伺
い
い
た
ｔ
ま
す
。

・
国
鉄
が
長
営
化
後
も
小
浜
線
存

続
対
策
推
進
本
部

の
継
続
、

小
浜

線
利
用
増
進
対
策
事
業
究
付
に
つ

い
て
も
、

各
機
関
と
御
相
談
を
申

し
上
げ
な
が
ら
継
続
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た

い
と
存
じ
て
お
る
わ
け

て
ご
ざ

い
ま
す
。
一「　

　

　

　

！

駅
合

の
改
築
に

つ
い
て
て
す
が
、

昭
和
二
十
三
年
度
に
発
生
し
た
小

浜
地
域
商
業
近
代
化
計
画
て
は
高

街
の
活
性
化
構
想
の
ひ
と

つ
に
駅

周
辺
か
ら
白
家
に
至
る
ゾ
ー
ン
を

商
業
集
積
ベ
ル
ト
と
し
て
整
備
す

る
事
を
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、

現
在
南
西
開

発
組
合
事
業
と
白
紫
地
区

の
市
街

地
再
開
発
組
合

の
二
つ
の
プ

ロ
ゼ

ク
ト
が
動
き
出
し
て
い
る
わ
け
で

ご
ざ

い
ま
す
。

一
月
十
六
日
に
金
沢
鉄
道
管
理

柿

一
中
沖
中
中
和
的
巾
却
帥
Ｆ
帥

営
化
に
対
応
し
て
の
小
浜
線
活
性

化

へ
の
広
域
戦

！術

（
つ
具
体
的
な

！検

！討！
ｔ

！
！入
ｊ
て
い
る
か
け
で
す
。

確
年
協…

！！
！
‐の

癖
擁
能

印
率
庁
即
貯
様
倣

・お
座
歌
例
中
！ギ
ヴ
ル
■
・ト
レ
‐
ン

で
若
狭
小
浜

へ
釣
リ
ツ
ア
ー
な
ど

の
計
画
を
立

て
実
施
を

し

て
ま

い

け
ま

し
た
。
　
　

　

　

　

　

　

す

い
ず

れ
も
予
想
を
上
回

る
成
果

を
上
げ

（
大
鉄
局
で

も
若
狭

、
小

浜

の
観
光
。フ

ロ
グ

ラ
ム
は
非
常

に

高

い
評
価
を
受

け

て
い
る
わ
け
て

す
拘若

狭

の
動
脈
で

も
あ
け
、

小
浜

線

と
若
狭

の
中
心
で

あ

る
小
浜
駅

の
活
性
化

は
時
代

趣
勢

の
望
も
と

こ
ろ
で

あ
り
、

市
と

し

て
も
積
極

的

に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
存

じ

て
い
る
わ

け
で
ご
ざ

い

ま
す
。
　
　
　
・

新

し
く
発
生
す

る
民
営
化
後

の

小
浜
線

と
小
浜
駅

に
対

し
、

以
上

の
よ
う
な
観
点

か
ら
（
若
狭
と

い

う
広
域
的
な
視
野

に
立

っ
て
旅
行

情
報

、
レ
ジ

ャ
ー
、
リ
ツ

ー
ト
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
中
枢
点
と

し

て
機
能
面

の
整
備
を

は
か
り
、

こ

れ
と

み
ど
り
の
窓

■
と
密
接
な
違

係
を

は
か

っ
て
い
き
た

い
と
思

っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
　

　

　

　

　

．

駅
周

辺
と

一
体
と
な

っ
て
、

そ

れ
自
体
が
観
光
素
材
と
な

り
得

る

よ
う
環
境

の
整
備
を
進
め

て
ま

い

り
た

い
と
思

っ
て
い
る
わ

け
て

ご

ざ

い
ま
す
。

県
立
美
術
館
、

図
書
館

に
つ

い

て
、

高
川
地
区
の
区
画
整

理
事
業

は

工
事
が
や
や
遅
れ
て

い
る
ん

で

は
な

い
か
と

い
う
感

じ
が
す

る
が
、

県
立
図
書
館
、

美
術
館
建
設

に

つ

い
て
、

ま
た
県
と
の
対
応

は
。

昨
年

は
、

こ
の
予
算

の
凍
結
も

あ
り
ま
し
た
が
、

今
年

に
な

っ
て

o層 定例市議会にお

ぃt大学南憲ti旅遺県
職員、売上税、県立美

術館(図 書館く者狭ふ

れあいセンター (仮称 )、

昭和 62年 度米生産調

整、交通体系の整傭、

国道問題、小浜東部の

振興等マについて 8名

の議員が 2日 間にわた

リー般質問‐を行なった。

(二般質問、市長の

答弁の要旨は次のとあ

り)
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か
ら

ど
う

い
う
よ
う
な
方
法

で
進

め
て
も
ら
え

る
の
か
お
伺

い
い
た

し
ま
す
ｆ

県
立
美
術
館

、
図
書
館

に

つ
い

て
県
と

の
対
応

、
工
事

に

つ
い
て

で
す
が

、
本
年

の
二
月

に
基
本
構

想

の
修

正
が
終
了
を

し

て
お

り
ま

す
ゃ

十
三
月
申
に
簡
易

コ
ン
ペ
に
よ

っ

て
設
計
協
議
が
行

な
わ
れ

る
と
問

い
て
お
り
ま
す
。

本
来

、
設
計
が

で

き
上
が

っ
て
い
た
わ
け
で

す
が

修
正
が

ほ
ど

こ
さ
れ
た
わ
け
で

す
。

そ
の
上
て

（
七
月
か
ら
十

一
月

に

実
施

設
計

、
八
月
か
ら
十
月

に
敷

地
造
成
、

六
十
二
年

の

一
月
に
入

札
↑

工
亭

つ
培

Ｉ

ｉ、
六
十
二
年

！度

に
建

設

工
事

、
備

品

の
購

入
を
終

子
け

て
六
十

四
年

の
春

に
開
館

の

予
定

と

い
う
よ
う
に
承

っ
て
お

る

わ

け
で
す

。

基
本
構
想
と

し

て
は
、

図
書
部

門

は
当
初

計
画
と

ほ
と
ん
ど
同
様

Ｆ
す
が
ヽ
美
術
部
門
は
削
減
し
、

御
機
舜印麗
ぎ

な
つ

て
お
り
ま
す
。

ゝ
ダ

規
模
は
鉄
筋
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
二
階
な
い
し
三
階
の
予
定
て
、

四
千
七
百
な
い
し
四
千
八
百
平
米
、

総
事
業
費
十
二
億
七
千
万
円
程
度

と
承
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。最

近
、

内
外
海
方
面
に
お
け
る

学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て
耳
に
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

最
近
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
！な
っ
て
い
る

の
か
！‐。

行
政
側
と
し
て
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
概
要
を
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。　
　
　
・　
　
　
　
　
！！

内
外
海
地
区
の
小
学
校
の
問
題

に
つ
い
て
で
す
が
い
阿
納
尻
小
学

校
は
昭
和
三
十

一
年
、

堅
海
小
学

校
は
昭
和
二
十
九
年
、

失
代
小
学

校
は
昭
和
三
十
年
に
建
築
を
さ
れ
、

三
校
へ
い
ず
れ
も
木
造
建
築
て
ご

ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一

耐
用
年
数
と
さ
れ
る
二
十
二
年

を
経
過
し
て
お
り
、

早
急
に
老
旧

化
の
稜
合
の
指
定
を
取
り
つ
け
た

い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。　

　
　
　
・

地
元
と
し
て
は
、

老
旧
化
に
伴

う
改
築
の
問
題
、

児
童
数
、

通
学

等
、

当
面
す
る
小
学
校
教
育
に
関

す
る
諸
問
題
（
将
来
展
望
を
踏
ま
！

え
た
対
応
に
つ
い
て
十
分
検
討
‐が一

な
さ
れ
て
統
合
が
い
い
と
い
う
方

向
て
、
日
下
、

地
元
に
お
い
て
い

ち
ぃ
ち
ぉ
考
、ス
を
ｉ…取・り
ま
と
め
中

で
ご
ざ
い
ま
す
‐。　
■

そ
の
（
地
≡一
，！の…！一
官
に
対
！し

て

市
と
し
て
は
、

地
元
サ
イ
ド
で
十

い↓中中中車一”すい車”ャ ャ
巾

！叩
離
義
毅

！暖
焼

！脚
か
る‐！！！じ
残
聴

。

に
つ
い
て
で
す
が
（
昭
和
六
十
六

と
存

せ
て
お
る
と
≡
ち
て
ｔ
ギ
い

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
■

Ｗ
“
”
喜
車
車
両
“
“
車
車
車
“
”
”
査
車
車
両
”
Ｈ
車
〓
車
“
一
車
車
車
車
車
画
面
“
車
一
４
革
車
Ｈ
理
“
”
”
“
“
“
車
頭
口
ｎ
”Ｗ
“
転
驚
車
ｉ
＝
＝
対
一

人
権
擁
穫
委
損

の
任
引
摘
イ

に
伴

う
ｉ！！人
事

！案
十
づ
≡

一

！定
抑
市
構

合
！ｔ
提
集

さ
れ
三
件
と

も
全
員

一
致
て
伺
憶
を
し
た
十
　
一！

・
一

人

権

擁

護

委

員

　

■

■

■

■

！

■1石1大
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種

■
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会
議
規
則
第
十
四
条
の
規
定
！に

よ

を
可
決
し
て
関
係
機
関
ヽ
長
出
し
！た
‐。‐

意
見
書
第

一
号

国
民
の
食
料
を
守
り
、

農
業
再
建
に
関
す
る
意
見
書

わ
が
国
の
食
料
事
情
は
「飽
食
」

と
い
わ
れ
な
が
ら
、

そ
の
実
態
は

穀
物
自
給
率
三
十
訂
と
い
う
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
の
中
て
円
高
・

貿
易
摩
擦
の
解
消
を
は
か
る
た
め

一
そ
う
農
産
物
の
輸
入
を
推
し
進

め
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
り
、

稲
作
を
中
心
と
す
る
日
本
農
業
の

破
壊
、
食
管
制
度
の
改
廃
及
び
コ

メ
の
輸
入

，
自
由
化
が
行
な
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
食
糧
事
情
が
不
安
定
の

も
と
で
食
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入

に
た
よ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
危

険
な
こ
と
で
す
。

コ
メ
は
、

戦
後
食
管
制
度
の
も

と
で
安
定
し
た
価
格
て
供
給
さ
れ

て
き
ま

！
し
た
。

も
一も
自
由
化
を
許

す
な
ら
ば
、

コ
メ
は
再
び
投
機
の

対
象
と
な
っ
て
、

！！そ
の
つ
け
が
日

民
ｒ
転
娠
さ
れ
こか
は
間
違
い
う

り
ま
せ
ん
。　

　
一
　
　
　
　
一！

国巾一筆射れ”ば印俸蜂穀難
を
育
て
発
展
さ
せ
る
か
は
国
民
生

活
の
安
定
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重

要
な
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
政
府

に
お
か
れ
て
は
第
九

一
樋
常
国
会

で
全
会

一
致
決
定
し
た

「食
糧
自

給
力
強
化

に
関
す

る
決
議

」
を
踏

ま
え
、

安
全
て

、
お

い
し
く

て
、

安
定

し
た
価

格
て
供
給
て

き

る
食

料

、
農
業
政
策
を

樹
立

さ
れ

る
よ

う
左
記
事
項

の
実
現
を
強

く
要
望

い
た

し
ま
す

。

一
、

コ
メ

の
輸

入

。
自
由
化
を

行
な
わ
な

い
こ
と

二
、

コ
メ
を
は
じ
め
と
す

る
主

要
食
糧

の
安
全

・
安
定

供
給

を

は

か

る
た

め
食

糧
管

理
制
度

の
根
幹

を
維
持

す

る

こ
と

　

　

　

　

，

三

、
消
費
者

に
は
、

家

計

の
安

定
を

は
か

り
、

安
全
て

安
定

し
た

食
料

の
供
給

を
行

な
う

こ
と

四
、

主
要
食
糧

の
自
給

率
を
高

め
、

農
業

の
生

産
性
向
上

、
備
蓄

制
度

の
充
実
、

再
生
産

を
保
障
す

る
価
格
制
度

な
ど
を
中

心

に
食

料

・
農
業
政
策
一を
早

急

に
確
立

す

る

陳
情
書

の
処
理
に
つ
い
て
は
、

小
浜
市
議
会
会
議
規
則
第
百
四
十

棒
ぼ
類

「端

る ！
長

報
の ！！

、
都
端

牟
憾
鵬
容‐‐こ

が
帝
順
に
適
合
す
る
も
の
は
、

請

願
書

の
綱
忙
な
刊
！処
理
す
る

ヽ
つ

と
す
る
。

」
と
な

っ
て
い
る
。

陳
情
に
つ
い
て
は
請
願
書
の
例

に
よ
り
処
理
す

る
、

と
い
う
こ

と

ま
昨
婦
勅
却
布
に
争

印
存
離
醐
姉

書
表

の
作
成
及
び
配
布
、

委
員
会

付
託
等
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

陳

一
方
、

会
議
規
則
第
十
九
条
で

「会
議

の
議
題
と
な
っ

た
事
件
を

撤
回
し
、

又
は
訂
正
し
よ
う
と
す

る
と

‐き
及
び

…会
議
の
議
題
と
な
っ

た
動
議
を
撒
回
し
ょ
う
と
す
る
と

さ
は
、

崩
全
つ
承 ‐
配
を
要
す
る
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

会
議
規
貝ｕ

ｉ第
十
舟
条！
で
、

会
議

詢
願 議！‐一
唯
情 な …
↓
を

！
た

噂
呼
」
端
子
一

す
る
と
き
は
、

議
会

の
承
認
を
要

す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

会

議
の
議
題
と
す
る
こ
と
を
議
長
が

宣
告
す
る
前
ま
で
に
提
出
者
か
ら

撤
回
方
を
中
し
出

て
き
た
と
き
は
、

本
会
議
め
承
認
は
不
必
要
で
議
長

限
り
て
決
め
て
よ
い
と
解
さ
れ
る

が
、

し
か
し
、

い
っ
た
ん
会
議
の

議
題
と
，な
わ
た
事
件

（陳
情
）
の

機
回
≡
し
■
う
と
す
る
と
き
は
、

議
会
の
！承
■
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

議
会
に
お

い
て
陳
情

の
機
回

の

承

認
！が
あ
ぅ
た
！と

き

は
、

陳
情

そ

の
も

の
が
議
会

に
お
け

る
審
査

の

対
象
て
な
く
な

る
の
で

、
委
員
会

に
６
け
る
採
択

の
決
定

は
、

議
決

の
対
象
が
不
存
在
と
な

り
、

そ
の

効
力
を
消
滅

す

る
。　

‐し
た
が

っ
て
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
、

何

ら

の
措
置

を
講
ず

る
必
要
が
な

い
。

ま
た
、

議
会

に
お

い
て
、

陳
憶

の
撤
回
が
承
認
さ
れ
れ
ば

、
そ
の

内
容

に

つ
い
て
採
択

、
不
採
択

の

決
定

を
行
な
う
必
要

が
な

い
。

一
方

運
用
例

と
し

て
、

撒

回
す

る
場
合

は
、

発
議
者
若

し
く
は
提

出
者

の
全
員
で

あ

っ
て
、

た
と
え

ば
発
議
者

（提
出
者
）
が

二
人

い

て
他

に
賛
成
者

が
二
人

あ

る
と
き

は
二
人
か

ら

の
撤
回

、
取
り
下
げ

の
願

い
が
必
要
で

、
賛
成
者

に

つ

い
て
は
関
係

が
な

い
。

と
す

る
、

と
さ
れ

て
い

る
。

1陳情書の

処IEにつし―て


